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TOWN TOPICS
まちの話題

一人ずつ近況や

抱負を述べる新成人

懐かしい思い出の品であふれる笑顔

志多らが演奏で祝福

誓いの言葉を述べる工藤渚さん

　１月10日（日）、東栄中学校体育館で東栄町成人式が行わ

れ、25名の新成人のうち、17名が参加しました。

　式典では、一人ずつ新成人としての抱負や感謝の気持ち

を述べて入場。

　村上町長は、「若さを生かし、大胆な発想とエネルギーをま

ちづくりにも向けていただき、今後、ともに力を合わせて素

晴らしい東栄町をつくる人となってくださることを期待しま

す。」 と新成人を激励しました。

　続いて、新成人を代表して工藤渚さんが、「大人としての自

覚を持ち、責任ある社会人として常に前向きに歩んでいくこ

とをここに誓います。」 と力強く誓いの言葉を述べました。

令和3年 東栄町成人式

　生涯学習講座「茶道に親しむ会」を開催しました。

参加した子どもたちは、講師の先生より、お茶の入

れ方やお菓子のいただき方、お辞儀の仕方を一つ

一つ丁寧に学びました。

　最終日にはミニお茶会が催され、参加された方々

を子どもたちが心を込め温かくもてなしました。

茶道に親しむ会を開催しました
生涯学習講座
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　御園地区の「ままごと珈琲」で山の景色を眺めながらのモーニング、お昼は

「茶禅一」でそばをいただきました。清水絵梨香さんのガイドによる山の水を訪

ねる集落散策は、山の暮らしを感じる体験となりました。

　午後からは、清学山荘で草木染め体験や茶道体験、東栄町の自然や文化の良

さを感じ、参加者の方からは「東栄町に移住したい」という感想もありました。

山の暮らしにふれる日❹11月24日（火）

　清学山荘の風情を感じながら参加者の方の内面の美をひきだすヘアメイク体験

をしました。フォトセッションでは素敵な表情のプロフィール写真が撮れました。

　午後からは東栄町の素材を使った野菜寿司をいただいたあと、「川根園」のお

いしいお茶の飲み方講座を行いました。東栄町に初めて来た参加者もみえました

が、またぜひ訪れたいと楽しんでいました。

わたしの中の美をみつける日❺11月25日（水）

　東栄町の新たな地域ブランド「ビューティーツーリズム」。東栄町なら

ではの魅力を感じていただくため、町内事業者の皆さんと共にコンテン

ツ作りの取り組みを進めています。その中で昨年11月末に実際にお客さ

んを招き体験していただく機会として「ビューティーツーリズムウィーク」

を開催しました。その様子をご紹介します。

ビューティーツーリズム 東栄町観光まちづくり協会

　ビューティーツーリズムの取り組みについて三信鉱工㈱三崎社長から紙芝居を

使って紹介していただき、鉱山探検へ向かいました。お昼は「大崎屋旅館」で地産

地消のお料理をいただきました。デザートのかぼす泡雪羹がとても好評でした。

　午後はnaoriのファンデーション作りを体験し、「Caféのっきぃ」のさつまいも

ケーキで地産地消の美を感じる機会となりました。

地になじみ美を学ぶ日❶11月21日（土）

　尾籠地区の金指旦夫さんのお宅で手作りアスレチックの体験をしました。体験

した方からは「空中ブランコがおもしろかった」と好評でした。

　午後からは「三河オートビレッジ」でスパイスカレーをいただきながら、ヒノキ

の香りでテントサウナを楽しみました。

　この日はアウトドア好きな参加者の方が多く、自然のなかでいきいきしてみえ

ました。

もりと呼吸する日❷11月22日（日）

　槻神社参拝からはじまり、清平寺で座禅体験、月地区の花祭保存会が講師と

なっての、ざぜち作り体験を行いました。参加した方には東栄町に縁のある方も

みえ、普段なかなかできない体験に喜んでみえました。また、お昼の「月猿虎」の

特製ジビエ料理も好評でした。

月で和を感じる日❸11月23日（月）

五感で感じる東栄町の暮らし

わたしの中の美をみつける

❶

❷

❸

❹

❺

あわゆきかん



4

●問い合わせ先　税務会計課 ☎７６・１８１４

町県民税の申告相談は予約制で行います

申
告
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す

　

今
年
の
申
告
相
談
は
、
会
場
の
混
雑
緩
和
と
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
の
た
め
予
約
制
で
行
い
ま

す
。
予
約
受
付
は
１
月
㕲㕵
日
｟
月
｠
か
ら
平
日
８
時
㕳㕰
分
～

㕱㕷
時
15
分
の
間
に
電
話
に
て
承
り
ま
す
。

Å

所
得
の
な
か
っ
た
方
や
扶
養
控
除
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
方
も

　
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

Å

勤
務
先
で
年
末
調
整
を
さ
れ
た
方
｟
申
告
が
必
要
と
な
る
方
を

除
く
｠
や
税
務
署
で
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
｟
一
部
住
民
税
申

告
を
希
望
す
る
方
を
除
く
｠
は
、
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
予
防
対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

税
の
申
告
は
お
忘
れ
な
く

町県民税申告受付日程

　

前
年
中
｟
令
和
２
年
１
月
か
ら
㕱㕲
月
ま
で
｠
の
所
得
等
の

申
告
に
よ
り
、
令
和
３
年
度
の
町
県
民
税
を
算
定
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
申
告
は
、
町
県
民
税
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保

険
料
は
じ
め
各
種
保
険
料
や
保
育
料
な
ど
の
算
定
基
礎

と
な
り
、
申
告
が
な
い
と
保
険
料
の
軽
減
対
象
と
な
っ
て

も
軽
減
措
置
を
受
け
ら
れ
ず
、
様
々
な
手
続
き
に
必
要
と

さ
れ
る
所
得
証
明
書
等
の
発
行
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
忘

れ
ず
期
間
内
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
方

・
令
和
３
年
１
月
１
日
現
在
、
東
栄
町
に
住
所
が
あ
る
方

　

｟
住
民
票
で
は
な
く
生
活
の
本
拠
｠

・
医
療
費
控
除
、
寄
附
金
控
除
｟
申
告
特
例
除
く
｠
等
を
申

　

告
さ
れ
る
方

・
会
場
で
の
感
染
予
防
対
策
の
た
め
、
発
熱
や
体
調
不
良
の

　

あ
る
方
は
、
来
場
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

・
会
場
で
は
手
指
消
毒
を
行
い
、マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
会
場
の
３
密
回
避
の
た
め
、
速
や
か
な
申
告
が
行
え
る

　

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

Å

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
個
人

番
号
通
知
カ
ー
ド
｟
記
載
事
項
が
住
民
票
と
相
違
な
い

も
の
に
限
る
。
個
人
番
号
通
知
書
は
ご
利
用
に
な
れ
ま

せ
ん
。
｠
又
は
個
人
番
号
記
載
の
住
民
票
の
写
し
、
住

民
票
記
載
事
項
証
明
書
の
う
ち
１
点
に
加
え
、
運
転

免
許
証
な
ど
顔
写
真
の
あ
る
本
人
確
認
書
類
を
１
点

又
は
国
民
健
康
保
険
証
な
ど
顔
写
真
の
な
い
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人
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認
書
類
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２
点
ご
用
意
く
だ
さ
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。

・
給
与
又
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的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
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本
｠ӨÅ

紛
失
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
速
や
か
に
再
発
行
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
事
業
所
得
の
収
支
内
訳
書
｟農
業
や
営
業
な
ど
の
所
得
の
収

入
と
支
出
の
内
訳
を
記
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し
た
内
訳
書
｠

・
社
会
保
険
料
や
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
な
ど
の
支
払

証
明
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本
｠

・
医
療
費
控
除
の
明
細
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｟医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
医

療
費
通
知
や
領
収
書
を

「医
療
を
受
け
た
人
」
「医
療
機
関
」

ご
と
に
集
計
し
た
明
細
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
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計
し
た
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収
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、
５
年
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し
て
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だ
さ
い
。
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・
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の
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人
｠

・
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ー
カ
ー
ド

・
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ム
印
、
ス
タ
ン
プ
印
不
可
｠
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小中学校に「１人１台端末」を整備しました

（株） 田中組

（有） 松並重機

ホシザキ東海（株） 

ホシザキ東海（株） 

昭栄工務店

（株） 大建

（有）鈴木自動車

工事

工事

工事

工事

工事

工事

物品

業種

1,800

1,650

11,650

8,050

1,850

11,000

3,130

39,130

12,920

12,000

農道日蔭1号線改良工事

川角地区かんがい排水整備事業

東栄中学校特別教室等エアコン設置工事

東栄小学校特別教室等エアコン設置工事

役場本部班詰所屋根及び役場倉庫屋根修繕工事

千代姫荘空調機更新工事

町営バス購入

工　事　名　等令
和
２
年
度
12
月
の
入
札
結
果 計

業者名等 落札金額【千円】 予定価格【千円】

※税抜き

GIGAスクール構想が始まります

とうえい

暮らしの パッケージカラフル
町では、 「このまちで暮らし続けるための施策」 として

移住者のみでなく、このまちに暮らしている人を応援するために

「とうえい 暮らしのカラフルパッケージ」 を実施しています。

詳しくは、地域支援課までお問い合わせください。　☎７６・０５０４

東栄町では、国のGIGAスクール構想により、１人１台端末の整備をしました。

東栄小学校、東栄中学校の児童生徒全員に端末が貸与され、授業で活用します。

町内に定住の意志をもって新築住宅を建設

された方に30万円の補助金を交付します。

※着手前に申請していただく必要があります

のであらかじめ役場にご相談ください。

住宅新築祝い金（定住促進支援補助金）

児童生徒が１人１台端末を使うようにし

て、誰一人取り残すことなく、子どもたち

の資質・能力を一層伸ばす教育環境を

つくろうとするものです。

GIGAスクール構想とは

　今回導入した学習用端末はキーボ

ード付きのタブレットで、学年に応じ

た学習用アプリがインストールされて

います。

端末とはどういうものですか？

・ インターネットを使った調べ学習や、アプリを活用した学

習、カメラや動画機能を使った情報の記録などさまざま

な形で使われます。

・ 一人ひとりの意見や考えをお互いに知ることができ、意

見交換がしやすくなります。

・ 小学校では児童が登校時や授業後に自分の気持ちを天

気 （　 /　 /　 /　 ） に例えて入力し、 先生が児童の心の

変化をとらえる助けにします。

・ 家庭に持ち帰って学習に活用することについては、今後

検討を進めます。

具体的にどのように活用しますか？

令和2年4月1日以降に東栄町に住所を移し、

一年経過した40歳以下の方等に2万円分の

町内消費拡大券を交付します。

また、新規で北設情報ネットワーク引き込む

工事費の補助も選択できます。

若者定住支援補助金

町内の空き家に住む場合、リフォームや片づ

けに係る費用の一部を補助します。

上限30万円、1／2補助、加算措置あり。

（最大50万円の補助）

空き家活用支援補助金

40歳以下のＵ・Ｉターン者で町外に勤務され

ている方に対し、通勤費用を距離に応じて3

年間補助します。

移住者通勤支援補助金

lobal and

nnovation

ateway for

ll

G

I

G
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問合せ 振興課　　☎７６・ ０５０２

●問い合わせ先　

　総務課　☎７６・０５０１

新城北設楽交通災害共済組合の廃止について

　本イベントは広い地域から多くの方が集まること

から、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、東栄

ドームでの開催は実施しないこととなりました。

　交通災害共済制度は、交通事故への救済制度が十

分でなかった昭和４０年代に創設した制度で、制度発

足以来５０年にわたり１日１円の掛け金で皆様に親し

まれてきましたが、最近では民間の様々な傷害保険

等が普及・充実してきたことや個人情報保護の観点

から加入促進が難しくなってきたこともあり、加入者

が年々減少し、思うような経営状況にならない現実

であります。

　こうしたことを受け、令和元年１２月１６日に開催し

ました新城北設楽交通災害共済組合議会において、

廃止に向けた検討を開始することが決定され、令和

元年度にはチラシを作成し、住民の皆様へその旨周

知をさせていただきました。

　その後、さらなる検討を重ねた結果、発足以来数十

年にわたって交通事故被害者の救済という役割を果

たしてきました当組合ですが、創設当初の目的は既

に達成されており今後の加入者の回復も見込めない

ことから、役割を終えたものと判断し、廃止すること

といたしました。

　「東栄町ふるさと寄附金（ふるさと納税）」とは、町

外にお住まいの方が寄附を通して東栄町を応援して

頂ける制度です。これまでに多くの皆様から寄附を

頂き、寄附金は福祉や防災、町の活性化など７つの

分野のまちづくり事業に活用させて頂いております。

　寄附頂いた方には、町からの感謝の気持ちとして

町の特産品をお送りしています。令和３年も多くの町

内事業者様にご協力いただき、お礼品を２月にリニュ

ーアルいたします。

　令和２年は、２９４件、６,２６４,０００円の寄附を頂

きました。

　寄附頂いた皆様、ありがとうございました。

　これからも皆様から頂いた寄附金をよりよいまち

づくりに反映させるべく努めてまいりますので、引き

続き応援をよろしくお願いいたします。

　交通災害共済は令和２年度をもって加入申込受付

を終了します。

　令和３年度以降の加入者募集は行いませんのでご

了承ください。

 

　長期にわたる当組合へのご加入・ご利用に感謝申し

上げます。

※なお、令和２年度に当組合に加入されている方につい

ては、事故発生日から２年間は見舞金を請求することが

できます。

令和2年度  和太鼓「絆」
　プロジェクトについて

6

まちからのお知らせ

東栄町ふるさと寄附金

たくさんの寄附を頂き、ありがとうございました。たくさんの寄附を頂き、ありがとうございました。

交通災害共済加入率（全体）

100%

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

57.6%

H28

55.9%

H29

54.3%

H30

52.5%

R1

37.2%

R2
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マチイロ

防
災
士
の
防
災
手
帳
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日
本
は
災
害
大
国
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
多

く
の
災
害
が
実
際
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
」
が
日
本

各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
こ
の
地
域
も
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
は

じ
め
と
し
た
大
災
害
が
い
つ
起
き
て
も

お
か
し
く
な
い
状
況
で
、
自
分
や
自
分
の

大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
、
最
新
の
防

災
の
知
見
を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
、
日
常

生
活
で
も
リ
ス
ク
軽
減
に
大
き
く
生
か

せ
る
と
思
い
ま
す
。

　

災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
、
事
前
の
予

測
情
報
な
ど
の
意
味
や
対
応
す
べ
き
こ

と
を
あ
ら
か
じ
め
知
っ
て
お
け
ば
、
災
害

に
先
手
を
打
っ
た
対
応
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

　

町
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
防
災
に
関
す
る

情
報
が
載
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
確
認

を
し
て
、
有
事
の
際
、
適
切
な
行
動
が
と

れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

防
災
士　

石
原
和
季

Ӡဪࢯ町֦֮Ւඏ֋փ֋ց׊ሑ֭૪అ࿨ᆟ༶֭軽減

ኬ࿨֪Ւೂवᆵ౵౮็ב֧֒׊֘ු້בೂवౄइ׃

့֪ྫྷസ֪֘׀֞׊ᅢጅ֩୪ྫྷᅉ֭ࡴᆪൃבถ֖֥

փֽ֘Փ令和㕲年㕴月֊֮׈Ւ人୿၅ื֦ྫྷ׊׋֔ࢇ

ሑׁ対ඉ֧֢֥֩փֽ֘Փ

対象者Ӡဪࢯ町֪ഉസב有֘׊ඏ֋փ֭ց׊ሑ

対象経費Ӡඏ֋փ֭ց׊ሑ֋ೂवᆵ౵౮็့֪ྫྷസ

ӠӠӠӠӠӠ ቦ֮ྫྷ֪׀֞׊֘ࢇᅢጅ֩૪ᅉ֭ࡴᆪ

ӠӠӠӠӠӠӡ୰੢୪ྫྷ৿関֭ྡྷࢥՒ自ऌዿೆ֭ጦዿ֪

ӠӠӠӠӠӠӠ૒׊૪ᅉӢ

Ӡඈ֖փၾዴ׃෇ษሑሓ֪֣փ֥֮Ւဪࢯ町֭ؐ՛

ؕ؏՛ב׭見֥փ֞֟֎֊Ւഉኁᆵ౵डೂवᆵ౵૒

ֽ֦։ኴփ஽֚׎֎֟֔փՓ

障害者施設等 通所通院
交通費助成事業について
人工透析の通院にも助成しています！

町֦֮ՒԢԝԢׇ֪׉Ւֽ֭֠ිઝ֩Ꭽ༎֦׃֌֧֓֩֨Ւት፛࿨֩情報؟ؕי״ב՛֪ᄇම

֖֥փֽ֘ՓӨֱ֛؊آמ՛Ւዕ֟֠ྩइב։৪փֽ֖֘ՓӠÅྫྷමፍ֮ጦዿೄᆟ༶֦֘Փ

զஃ報֧օևփէӨؓ׮ב՛֭بמ؊׽ኅፍ؟،חӨզؓآי׶էӨ

֦ვම֖֥փֽ֘ՓԠԡר՛آبכ׵׉ׇ׾՛֦׾֌ֽ֘Փ

東栄町公式SNS

Å֭؟،חౚዿ֮ኅፍ֦֘֋Ւྫྷමᅉ֮各ष๦֧֭֓֓ᆟ༶ֽ֧֩֘׉ՓӨÅஃெ֋ᅳಘֽ֔֘׋֋Ւ町֧֮ࡴ切関૒ցגֽ֚׉Փ

Facebook・LINE まちの情報を発信中!
QRコードからアクセスできます。

Facebook line



●
問
い
合
わ
せ
先

　
豊
橋
労
働
基
準
監
督
署

　
　
　  

☎
０
５
３
２
・
５
４
・
１
１
９
２

●
問
い
合
わ
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

　
　
　
　
☎
０
５
３
６
・
２
２
・
１
１
６
０

information 暮らしの情報
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家
庭
は
、
子
ど
も
が
家
族
と
の
触
れ
合
い
を

通
じ
て
基
本
的
な
生
き
方
を
身
に
つ
け
、
人

間
形
成
の
基
礎
を
培
い
、
豊
か
な
自
己
を
つ

く
り
上
げ
て
い
く
上
で
大
き
な
役
割
を
担
う

大
切
な
場
で
す
。

　

県
で
は
、
毎
月
第
３
日
曜
日
を
「家
庭
の
日
」

と
定
め
、
『
親
と
子
の　

対
話
が
つ
く
る　

よ
い

家
庭
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
家
庭
の
日
」
県
民

運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
月
を
そ

の
強
調
月
間
と
し
、
啓
発
活
動
を
重
点
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
で
の
会
話
を
増
や
す
た
め
に

２
月
は「
家
庭
の
日
」

県
民
運
動
の
強
調
月
間
で
す

　

特
定
最
低
賃
金
は
、
都
道
府
県
ご
と
に
特

定
の
産
業
に
つ
い
て
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

愛
知
県
で
は
、
㕱㕲
月
㕱㕶
日
か
ら
４
業
種
の
特

定
最
低
賃
金
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
額
｟１
時
間
｠

愛
知
県
特
定
最
低
賃
金

（
４
業
種
）改
定

雇
用
調
整
助
成
金
の

特
例
措
置
等
を
延
長
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先

　
県
政
策
企
画
局
地
方
創
生
課

　
　
　  

☎
０
５
２
・
９
５
４
・
６
０
９
３

●
問
い
合
わ
せ
先

　
県
県
民
文
化
局
社
会
活
動
推
進
課

　
　
　  

☎
０
５
２
・
９
５
４
・
６
１
７
５

　

雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置
、
緊
急
雇

用
安
定
助
成
金
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
休
業
支
援
金
・
給
付
金
に
つ
い
て

は
、
令
和
３
年
２
月
末
ま
で
延
長
し
ま
す
。

　

そ
の
う
え
で
、
感
染
症
防
止
策
と
社
会
経

済
活
動
の
両
立
が
図
ら
れ
る
中
で
、
休
業
者

数
や
失
業
者
数
が
急
増
す
る
な
ど
雇
用
情
勢

が
大
き
く
悪
化
し
な
い
限
り
、
雇
用
調
整
助

成
金
の
特
例
措
置
は
、
段
階
的
に
縮
減
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

「
愛
知
の
魅
力
つ
ぶ
や
き
隊
」

新
規
メ
ン
バ
ー
の
募
集
に
つ
い
て

　

愛
知
県
で
は
、
「
住
み
や
す
さ
」
を
は
じ
め
と

す
る
愛
知
の
魅
力
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
発
信
・
拡

散
し
て
い
た
だ
く
「
愛
知
の
魅
力
つ
ぶ
や
き

隊
」
の
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
新
た

に
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
方
に
は
、
ナ
ン
バ
ー
入

り
の
隊
員
証
と
缶
バ
ッ
ジ
を
お
送
り
し
ま
す
。

活
動
内
容　

愛
知
の
魅
力
を
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
ラ
イ
ン

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
「
♯
愛
知
の
魅
力
つ
ぶ
や

き
隊
」
を
付
け
て
投
稿
し
て
い
た
だ
く
か
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
県
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
フ
ォ
ロ
ー
し
、

「
♯
愛
知
の
魅
力
つ
ぶ
や
き
隊
」
を
つ
け
て
投

稿(

引
用
ツ
イ
ー
ト)

し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法　

「愛
知
の
住
み
や
す
さ
発
信
サ
イ
ト
」

の
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
あ
い
ち
航
空
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
　
☎
０
５
６
８
・
３
９
・
０
２
８
３

ま
す
。
土
日
祝
日
に
は
特
設
ブ
ー
ス
内
に
て

ド
ロ
ー
ン
操
縦
体
験
も
で
き
ま
す
。

期
間　

３
月
㕱㕴
日
｟日
｠ま
で

場
所　

あ
い
ち
航
空
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
｟
西
春
日

　

井
郡
豊
山
町
県
営
名
古
屋
空
港
内
｠

開
館
時
間　

午
前
９
時
㕳㕰
分
か
ら
午
後
５
時
ま

　

で
｟最
終
入
館
は
閉
館
の
㕳㕰
分
前
｠

入
館
料　

一
般
１
,
０
０
０
円　

大
学
・
高
校
生

８
０
０
円　

中
・小
学
生
５
０
０
円　

未
就
学
児

無
料　

障
が
い
者
の
方
無
料
｟窓
口
で
手
帳
提
示
｠

開
館
３
周
年
特
別
企
画
展
の

開
催
に
つ
い
て

あ
い
ち
航
空
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

あ
い
ち
航
空
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
開
館
３

周
年
を
記
念
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

近
未
来
の
社
会
を
イ
ラ
ス
ト
パ
ネ
ル
や
映
像
、

実
機
等
で
紹
介
す
る
特
別
企
画
展 

「
ド
ロ
ー

ン
で
変
わ
る
未
来
の
生
活
」 

を
開
催
し
て
い

・
鉄
鋼
業 

９
７
６
円

・
は
ん
用
機
械
器
具
製
造
業 

９
４
８
円

・
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業 

９
５
７
円

・
自
動
車
｟
新
車
｠
小
売
業 

９
４
３
円

・
朝
の
挨
拶
を
す
る

・
家
族
と
一
緒
に
食
事
を
と
る

・
家
族
で
家
事
を
分
担
す
る

・
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

・
一
緒
に
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
あ
っ
た
楽
し
い

「家
庭
の
日
」を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

・
日
常
生
活
の
中
で
危
険
と
思
わ
れ
る
商
品
、

不
当
な
表
示
、
悪
質
商
法
、
生
活
必
需
品

の
価
格
動
向
な
ど
の
観
察
及
び
情
報
提
供

・
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
｟
年
１
回
程
度
｠

・
研
修
会
｟
年
１
回
の
予
定
｠
へ
の
出
席
な
ど

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
県
県
民
文
化
局
県
民
生
活
課

　
〒
４
６
０

－

８
５
０
１ 

 

住
所
記
載
不
要

　
　
　
　
☎
０
５
２
・
９
５
４
・
６
１
６
３
　

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
２
・
９
７
２
・
６
０
０
１

令
和
２
年
12
月
16
日
発
効

　

県
で
は
、
消
費
者
を
取
り
巻
く
様
々
な
問

題
に
対
応
す
る
た
め
、
消
費
者
行
政
の
推
進

に
御
協
力
い
た
だ
け
る
「
消
費
生
活
モ
ニ
タ

ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
主
な
活
動

応
募
条
件　

県
内
に
お
住
ま
い
の
満
㕲㕰
歳
以

上
の
方

任
期　

県
が
依
頼
し
た
日
か
ら
２
０
２
２
年

３
月
㕳㕱
日
ま
で

謝
礼　

年
額
１
,
５
０
０
円
以
内
｟
予
定
｠

募
集
期
間　

１
月
７
日
｟
木
｠
か
ら
２
月
㕱㕹
日

｟
金
｠
ま
で
｟
消
印
有
効
｠

応
募
方
法　

応
募
票
に
必
要
事
項
を
御
記
入

の
上
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
愛
知
県
電
子
申

請
・
届
出
シ
ス
テ
ム
に
て
左
記
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

「
愛
知
県
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
」

の
募
集

Å

応
募
票
は
、
市
区
役
所
や
町
村
役
場
、
各
県

民
事
務
所
等
広
報
コ
ー
ナ
ー
で
配
布
し
て

い
る
ほ
か
、
県
の
消
費
生
活
情
報
サ
イ
ト

「
あ
い
ち
暮
ら
し
Ｗ
Ｅ
Ｂ
」
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。
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星
が
丘
テ
ラ
ス
P
R
ブ
ー
ス
を

出
展
し
ま
し
た

新
し
い
イ
ン
ス
タ
ア
カ
ウ
ン
ト
を

開
設
し
ま
し
た

　
愛
知
県
名
古
屋
市
千
種
区
星
が
丘
に
あ

る
星
が
丘
テ
ラ
ス
と
い
う
商
業
施
設
で
、

㕱㕰
月
末
か
ら
㕱㕲
月
末
ま
で
の
期
間
限
定
で

オ
ー
プ
ン
し
て
い
た
「
ア
ン
ト
レ
ス
ト
ア
」

に
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
P
R
ブ
ー

ス
を
出
展
し
ま
し
た
。
三
河
山
間
地
域
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

商
品
や
作
品
の
展
示
、
情
報
発
信
を
さ
れ

て
い
る
ア
ン
ト
レ
ス
ト
ア
。
都
心
部
の
さ
ま

ざ
ま
な
お
客
さ
ん
が
来
店
し
て
お
り
、
こ

の
機
会
に
東
栄
町
や
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

東
栄
町
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
「
ビ
ュ
ー
テ
ィ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
｟
B
T
｠
」
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
の
ア
カ
ウ
ン
ト
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
、

先
日
行
わ
れ
た
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

ウ
ィ
ー
ク
の
様
子
の
他
、
こ
の
事
業
を
通
じ

て
町
内
事
業
者
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
作

っ
て
い
き
た
い
世
界
観
を
実
際
の
写
真
と

共
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
今
後
の
B
T

企
画
も
地
域
の
み
な
さ
ん
と
共
に
作
り
、
情

報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
ま
だ
知
ら
な
い
東

栄
町
に
出
会
え
る
。
そ
ん
な
地
域
の
入
り
口

を
一
緒
に
作
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　 

東
栄
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

 

　
　
　
　
　  

☎
７
６
・
１
７
８
０

介
護
保
険
で
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
だ
よ
り
Vol.43

み
ん
な
で

 

つ
く
る
！

こ
ん
に
ち
は！

東
栄
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

●
問
い
合
わ
せ
先

   

東
栄
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
７
６
・
１
７
４
０

　
介
護
保
険
で
は
こ
の
表
に
の
っ
て

い
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

認
定
結
果
に
よ
っ
て
利
用
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
の
内
容
と
量
が
異
な
る
た
め

利
用
す
る
際
に
は
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
相
談
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　
介
護
保
険
を
利
用
で
き
る
方
は
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
、
家
庭

の
介
護
や
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
介
護
保
険
の
申
請
の
相
談
を
含
め
、

福
祉
・
介
護
な
ど
生
活
の
中
で
の
困

り
ご
と
や
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

訪　問　系

サービスの種類 サービスの内容

お出かけ系

環境整備系

施　　　　設

؟؈؄؟՛Ւሞኴে護Ւሞኴ؆ؠ؍

੍༔ፑጊ৉ጫ౪၏ӡ࡭౧Ւዄఒ౧Ӣ

י׻׮׽՛؜׬Ւחצי׼Ւ׮؈՛תי׼

福祉用ભ֭༃֖出֖Քம入Ւഉ༔ूೲ

ၟᇠጊ護Ꭱ෗ؐ՛ؕՒᎡ෗保ଌ施設Ւ

՛،ؐ՛ؕؠץ

介護保険で利用できるサービス
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実
習

町
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未
来
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え
が
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う

３
年
生
、
遠
足
！

生
徒
会
企
画

　
　
　

「ピ
ク
ニ
ッ
ク
」

俺が育てた鴨山、俺を育てた鴨山」の碑にて俺が育てた鴨山、俺を育てた鴨山」の碑にてドローン操縦体験ドローン操縦体験
シーケンス制御プログラム講座シーケンス制御プログラム講座

競技の様子(サッカー)競技の様子(サッカー)
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ス
マ
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ト
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業
担
い
手

育
成
事
業
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ー



優
良
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
の
日
に
、
設
楽
警
察
署
内
で

の
講
習
受
講
後
｟
30
分
程
度
｠交
付
さ
れ
ま
す
。

一
般

・
違
反
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
後
に
講
習
日
を
指
定
し
ま
す

の
で
、そ
の
講
習
を
受
講
後
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
講
習
が
お
済
み
の
方
は
、
更
新
手

続
き
の
日
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

Å

警
察
署
で
の
更
新
受
付
は
平
日
の
正
午
～
午
後
４
時

運
転
免
許
更
新
の
ご
案
内

こ
ち
ら

設
楽
警
察
署

不
正
ア
ク
セ
ス
・
ウ
イ
ル
ス
感
染

は
、他
人
事
じ
ゃ
な
い
！

〜
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
で

　
　
　
　

  

侵
入
・
感
染
を
ブ
ロ
ッ
ク
０
〜

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
い
ま
や
私
た
ち
の
生
活

に
は
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
一
方
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
詐

欺
事
案
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を
使

用
し
た
不
正
送
金
事
案
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
に
よ

る
情
報
流
出
事
案
等
多
く
の
サ
イ
バ
ー
犯
罪

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
サ
イ
バ
ー
犯

罪
か
ら
大
切
な
自
分
の
財
産
や
情
報
を
守
る

た
め
、
パ
ソ
コ
ン
等
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を

確
実
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

　

 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
ウ
イ
ル
ス
｟
ス
パ
ム
ウ
エ
ア
等
を
含
む
｠

は
、
毎
日
の
よ
う
に
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
す
る
と
、
本
人
の
知
ら
な
い
う
ち
に
ウ
イ
ル

ス
が
内
部
の
情
報
を
流
出
さ
せ
た
り
、
勝
手
に

電
子
メ
ー
ル
を
送
信
さ
せ
た
り
し
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
は
家

庭
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
別
の
パ
ソ
コ

ン
に
次
々
と
感
染
し
て
い
き
、
知
ら
ぬ
間
に
多

く
の
人
に
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
は
、
電
子
メ
ー
ル
の
添
付
フ
ァ
イ
ル

だ
け
で
は
な
く
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
フ
ァ
イ

ル
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
の
サ
イ
ト
に
も
隠
れ
て
い
ま
す
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

【主
な
対
策
方
法
】

・
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ウ
イ
ル
ス
対

策
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
。

・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
等
に
よ
り
、
自
分
の
パ
ソ
コ
ン

に
取
り
込
ん
だ
フ
ァ
イ
ル
は
、
開
く
前
に
ウ
イ
ル

ス
対
策
ソ
フ
ト
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

・
電
子
メ
ー
ル
の
添
付
フ
ァ
イ
ル
や
本
文
中
の
リ

ン
ク
は
安
易
に
開
か
な
い
。

・
サ
ポ
ー
ト
の
切
れ
た
Ｏ
Ｓ
は
使
わ
な
い
。

・
パ
ス
ワ
ー
ド
は
サ
イ
ト
ご
と
に
別
々
に
す
る
。

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
際
は
、
正
規
サ
イ
ト
な
ど
の
信
頼
出
来
る
サ

イ
ト
か
ら
取
得
す
る
。

ふ
る
さ
と
歌
壇
十
二
月
詠
草

山
城
　
　
安

福
田
　
幸
代

竹
田
　
正
子

渡
辺
　
禮
子

伊
藤
　
清
子

杉
野
み
つ
子

内
藤
　
久
代

小
石
　
直
子

堂
地
　
雅
子

鈴
木
　
政
子

く
れ
な
い

も
み
じ

た
※

セ
ニ
ア
カ
ー
（
電
動
車
椅
子
）

オ
ー
ト
バ
イ
激
し
い
音
で
走
り
去
る
コ
ロ
ナ
の
為
か
山
の
晩
秋

張
り
替
え
し
障
子
に
冬
の
陽
差
し
入
り
て
賀
状
書
き
ゆ
く
手
元
明
る
し

草
紅
葉
踏
み
し
足
元
霜
起
ち
て
大
根
抜
き
て
冬
支
度
す
る

セ
ニ
ア
カ
ー
に
乗
り
て
散
歩
の
道
す
が
ら
山
茶
花
の
白
、目
に
さ
や
か
な
り

峠
路
の
薄
紅
の
薔
薇
輝
石
黄
葉
を
被
り
里
を
見
守
る

花
祭
り
コ
ロ
ナ
の
た
め
に
中
止
と
な
り
鎮
守
の
森
は
ひ
っ
そ
り
と
し
て

朝
ド
ラ
の
古
関
メ
ロ
デ
ィ
ー
口
ず
さ
む
哀
し
さ
辛
さ
エ
ー
ル
と
な
り
て

カ
レ
ン
ダ
ー
の
中
で
寄
り
添
う
猫
二
匹
今
夜
も
見
て
い
る
私
の
眠
り

二
人
か
ら
十
人
と
な
り
賑
や
か
に
古
稀
の
お
祝
い
写
真
館
へ
と

山
々
も
校
舎
も
霧
に
つ
つ
ま
れ
て
登
校
の
児
ら
姿
は
お
ぼ
ろ
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東
栄
町
内

◎
刑
法
犯
総
数

・
窃
盗
犯

｟
自
動
車
関
連
窃
盗
｠

・
特
殊
詐
欺

◎
人
身
事
故
件
数

・
死
者
数

・
負
傷
者
数

◎
物
損
事
故
件
数

0
件 

｟
8
｠

0
件 

｟
4
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

1
件 

｟
8
｠

0
件 

｟
0
｠

2
件 

｟
13
｠

2
件 

｟
75
｠

1
件 

｟
21
｠

0
件 

｟
9
｠

2
件 

｟
11
｠

19
件 

｟
273
｠

郡 

内

Å

｟　

｠
内
は
1
月
か
ら
の
累
計

犯
罪
事
故
発
生
件
数

令
和
２
年
12
月

　

自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、
な
ん
ら

か
の
サ
イ
ン
を
発
し
て
お
り
、
周
囲
の

人
が
こ
う
し
た
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、
早

め
に
相
談
窓
口
へ
つ
な
ぐ
こ
と
が
、
自

殺
を
防
ぐ
た
め
の
大
切
な
一
歩
で
す
。

３月は 「自殺対策強化月間」 です
●
問
い
合
わ
せ
先 

　

県
保
健
医
療
局
こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
室

　
　

☎
０
５
２
・
９
５
４
・
６
６
２
１

Åຳ஽ዓ്はb๺ࡿౄ加で௻後まで࿨ཨしƙƚƆƔ෗ですc

優
勝

二
位

三
位

優
勝

二
位

伊
藤　

勉

三
城
信
和

伊
藤
睦
美

優 

勝

二 

位

三 

位

伊

藤
　

勉

加

藤

育

代

三

城

信

和

森
上
祥
高

青
山　

進

優
勝

二
位

三
位

加
藤
育
代

伊
藤
礼
子

杉
野
き
よ
み

一
部

二
部

女
子

優
勝

伊
藤　

勉

総
合

1月10日 東栄町弓道場
弓友会 月例会成績表新年射会

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

 

設
楽
警
察
署　

６
２
・
０
１
１
０

あ
い
ち
こ
こ
ろ
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
３
６
５

あ
い
ち
こ
こ
ろ
の
サ
ポ
ー
ト
相
談

・
電
話
番
号
｟０
５
２
｠９
５
１
・２
８
８
１

・
受
付
時
間 

毎
日
９
時
～
16
時
㕳㕰
分

※
３
月
１
日
｟月
｠か
ら
７
日
｟日
｠ま
で
は
、

　

20
時
㕳㕰
分
ま
で
延
長
し
ま
す
。

｟L
I
N
E
で
の
夜
間
・深

 

夜
帯
の
こ
こ
ろ
の
相
談
｠



施
設
利
用
（
12
月
）

戸
籍
の
窓
口

●ライオンのおやつ

●Ｍａｇｎｏｌｉａの秘密

小川　糸　（ポプラ社）

東海林由香　伊藤三千子

※住民基本台帳　※単位：人

令和２年12月の利用者数施　　設　　名 12月までの累積利用者数

人
口
と
世
帯

1
月 

新
着
図
書

人 口

男

女

世帯数

3,052

1,463

1,589

1,428

 −10）

−4）

−6）

+1）

転 入

転 出

出 生

死 亡

3

10

0

3

12月末日現在 前月比

交流促進センター 「 千 代 姫 荘 」

と う え い 温 泉

と う え い 健 康 の 館

グ リ ー ン ハ ウ ス （宿泊者）

体 育 施 設

155

202

7,709

227

0

463

（

（

（

（

（

（

182）

153）

13,377）

 340）

56）

564）

1,475

1,082

72,519

2,207

132

7,124

（

（

（

（

（

（

3,649）

1,777）

124,543）

3,038）

3,640）

14,727）

営業当初からの累計利用者数　3,683,125

12月16日～1月15日受付

※（　）内は前年度同月による　　※単位 ：人

12

　大治町文化協会所属団体雅の会が、町民の健康と

新型コロナウイルス感染症の収束を願い製作した「ア

マビエ」のつるし飾りを、町に寄贈していただきまし

た。このつるし飾りは、２月に名古屋マリオットアソシ

アホテルでも展示されます。

大治町友好自治体

納
税
等

納期： 3月 1日

●固定資産税　　

●国民健康保険料

●後期高齢者保険料　　

●保育料　　●住宅使用料　　

●水道使用料（下水・農集排使用料含む）

●放課後児童クラブ利用料

森林体験交流センター

「スターフォーレスト御園」

（

（

（

（

●お悔やみ

氏　名　　　　 年 齢　  　住 所

伊 藤 　 モ ト  ９１ 三輪

佐々木ちづ子 ９４ 下川

鈴木たみ子  ９８ 本郷

原田　　行 ９６ 御殿

※東栄町に住所を有し、町外で出生・

死亡の届出をされた方も掲載対象

となりますので掲載を希望される

場合は、お早めに住民福祉課へ申

し出ください。



Tue Wed Thu Fri SatMonSun

ドレミの会（月）

ドレミの会
（三ツ組・加久保）

2 February. 2021

東三河消費生活
東栄相談室

行政相談

パパママ教室 民生委員児童委員
協議会定例会

親子教室

美魔女づくり教室

ノーメディアデー

表紙について

　1月10日(日)に成人式が行われました。

華やかな晴れ着に身を包んだ新成人たちは、

久しぶりに会う友人や、恩師との会話に花

を咲かせました。

職業巡回相談

ペットボトル等
回収日

ゆめ工房

ゆめ工房

ゆめ工房

ゆめ工房

たんぽぽの会

広報とうえい  2021.2月号13

※カレンダーのイベント等は、新型コロナウイルス感染症の予防等により、中

止・変更になる場合があります。中止・変更の際は対象者への個別連絡と

とうえいチャンネルへの掲載で対応しますので、ご了承ください。

ペットボトル・白トレイ
乾電池回収日

イベント・事業など

ドレミの会

保健事業

たんぽぽの会

ゆめ工房

3 4 5 61 2

10 11 12 137 8 9

17

24

18

25

19

26

20

27

14

21

28

15

22

16

23

31

43 6521
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広報とうえい

歴史・伝統を知ろう

わがまちの伝統 ～花祭～ 小林地区編

このコーナーでは東栄町に住む人を紹介していきます。来月は、今月登場した人に紹介していただきます。

奥村　唯さん

東栄町在住歴 4年

（東薗目）

その 143

 
 

 

 
 

ゆい

　町では昨年の４月

から「とうえいチャンネル」を開設し、

様々な情報を配信しています。

　役場、医療センター、学校からのお

知らせ、また、地域や警察・消防から

の情報も配信しています。 ２４時間

視聴可能で、いつでも必要な情報を

確認できます。とうえいチャンネル

が見られない方、視聴設定でお困り

の方は役場総務課までお問い合わせ

ください。

とうえいチャンネル
12 チャンネルは

小林花祭保存会長

　　　 小野田　博文さん


